
2026年4月1日現在

専門科目・・・　□必修　○選択必修　◇選択
基礎科目・・・　■必修　●選択必修　◆選択 ※詳細は一般教養科目科目系統図を参照してください

○医療経済学[DP1,2,4,5]

○レギュラトリーサイエンス１[DP1,2,3,4,5]

□薬剤学実習[DP3,4] ○放射性医薬品学実習[DP3] ◇化学物質の生体影響[DP3] ◇薬学データサイエンス[DP3,4] ◇早期薬科学研究[DP2,3,4,5]

○医薬品合成化学実習[DP3,4] ◇発生と分化[DP3,4] ◇裁判化学[DP1,2,3,4] ◇レギュラトリーサイエンス[DP2,3,4]

◇ケモインフォマティクス[DP3]

◇ゲノム創薬科学[DP1,2,3,4,5]

◇製剤学[DP2,3]

◇薬物動態学[DP3]

◇創薬インフォマティクス[DP3,4]

◇創薬化学[DP2,3]

◇薬効物理化学[DP3]

◇製剤物理化学[DP3,4]

◇薬物送達システム学[DP3,4]

□薬剤学[DP3] □薬理学実習[DP3,4] □生活環境と健康[DP1,3] ◇医薬品情報学[DP3] ◆薬学英語

□薬品物理化学実習[DP3] ◇放射性医薬品学[DP3] □集団の健康と疾病予防[DP1,3,4,5] ◇医療統計学[DP3] ◇キャリア学習C[DP1,2,4,5]

◇医薬化学[DP3,4] ◇薬理学２[DP3] ◇化粧品学[DP1,2,3,4]

◇有機合成化学[DP3,4] ◇化学療法学[DP3]

◇天然物化学[DP1,3,4] ◇分子腫瘍科学[DP3]

◇バイオインフォマティクス[DP3,4] ◇実験動物学[DP2,3,4]

◇分析化学３[DP3]

◇分子科学[DP3]

◇生物有機化学[DP3,4]

○医薬資源学実習[DP3,4] □生物化学実習[DP3,4] □栄養と健康[DP1,3,4,5] ■薬学情報科学２[DP3,4] ■キャリア学習B[DP1,2,4,5]

◇スペクトル解析[DP3] □薬理学１[DP3] ◇漢方概論[DP3,4]

◇薬品物理化学３[DP1,3,4] ◇免疫学[DP3] ◇データサイエンス・AI応用基礎[DP1,3,4]

◇分子細胞生物学[DP1,2,3,4,5］ ◇病態・薬物治療学２[DP3]

□分析化学実習[DP3,4] □微生物学[DP3] □病態・薬物治療学１[DP1,3,4]

□分析化学２[DP3] □分子生物学[DP1,2,3,4,5] ◇実践社会薬学[DP1,2,4,5]

□薬品物理化学２[DP3] □薬理学総論[DP3]

□有機化学３及び演習[DP3]

□有機化学実習[DP3,4]

◇生薬学[DP3,4]

■有機化学２及び演習[DP3] ■機能形態学２[DP1,3] ■薬学情報科学１[DP1,3] ◆数学２

■分析化学１[DP3] ■生化学[DP1,2,3,4,5] ◆物理学２

■薬品物理化学1[DP3] ■基礎薬学実習[DP3]

■基礎化学[DP3] ■機能形態学１[DP3] ■薬学入門[DP2,4,5] ■キャリア学習A[DP1,2,3,4,5]

■有機化学１及び演習[DP3] ■生命科学[DP1,2,3,4,5] ●情報基礎 ◆数学１

◆薬用植物学 ◆薬学基礎（生物） ◆物理学１

◆薬学基礎（数学）

【DP1】自然・人間・社会に係る幅広い教養を修得し、専門分野の枠を超えて横断的にものごとを俯瞰できる能力。
【DP2】医薬品の創製に携わる者としての高い倫理観と使命感。
【DP3】医薬品の創製に関する研究を遂行するために必要となる基礎的な学力および技術に加えて、その上に立つ創薬科学、生命薬学に関する専門知識。
【DP4】最先端の医療や科学に関する知識を積極的に取り入れ、問題解決に向けた適切な方法を立案し、実践していくための能力。
【DP5】研究者として必要となるコミュニケーション能力ならびにプレゼンテーション能力に加えて、国際的な視野をもって医薬品の創製や人類の健康維持に携わる研究者・技術者として、広く社会に貢献する意欲。
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東京理科大学薬学部生命創薬科学科　科目系統図

基礎研究の成果を臨床や公衆衛生に活かすことができる能力を備え、薬学の発展に寄与するとともに、人類の健康と福祉に貢献できる研究者
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1年生 2年生 3年生 4～６年生

領域を超えて学ぶ科目群

教養フォーラム（社会と人間）
教養フォーラム（文化と思想）

教養概論

科学技術と社会 科学論 データサイエンス・AI概論 大学論 教養演習

人間と社会を学ぶ科目群

現代社会と倫理 哲学 芸術 文学 歴史学 文化論 人類学 地理学
社会科学入門 社会と法 政治学 経済学 心理学 社会学 社会調査論

現代天文学 宇宙物理学 自然災害論 物質科学

健康スポーツＡ・B・C・D（実技） シーズンスポーツ実習１ シーズンスポーツ実習２ 日曜集中体育実習 健康・スポーツ科学

フィールドワーク講義 フィールドワーク演習 日本国憲法

自然を学ぶ科目群

領域を超えて学ぶ科目群

自然を学ぶ科目群

知的財産論 メディアと現代世界 情報と社会

人間と社会を学ぶ科目群

キャリア形成を学ぶ科目群

領域を超えて学ぶ科目群

外国語を学ぶ科目群

国際理解（ドイツ語圏）A・B 国際理解（フランス語圏）A・B 国際理解（中国語圏）A・B 国際理解（朝鮮語圏）A・B 国際理解（スペイン語圏）A・B

人間と社会を学ぶ科目群

キャリア形成を学ぶ科目群

領域を超えて学ぶ科目群

外国語を学ぶ科目群

Freshman English １ Integrated Skills in English １ Integrated Skills in English ２A Integrated Skills in English ２B Reading and Writing Skills １ Reading and Writing Skills ２
Listening and Speaking Skills １ Listening and Speaking Skills ２ English Seminar a English Seminar b English Workshop a English Workshop b 海外英語セミナー

ドイツ語 A・B フランス語 A・B ロシア語 A・B 中国語 A・B 朝鮮語 A・B スペイン語 A・B
日本語（初級A・B・C・D）

〇カテゴリーA
・教養教育の到達点(目標地点)を様々な分野で見せる「オムニバス科目」、各分野の広さや面白さ、意義等を学生に気づかせる「ガイダンス的科目」
・カテゴリーB及びCでの履修選択を「自由に」かつ主体的に行うための科目

〇カテゴリーB
・各分野における概論や総論的内容の科目
・学習には、知識や経験を前提としない内容を含む

〇カテゴリーC
・各教員の持つ専門分野のエッセンス、最先端の研究、
最もエキサイティングな部分を体験できる科目

・課題解決型、多様な分野の総合に加え、学際性を持つ
科目を含む

〇カテゴリーN
・科目により標準履修学年を設定する科目

葛飾キャンパス 薬学部
一般教養科目 科目系統図 2026年4月1日

論理学 倫理学 宗教学 哲学の現在 思想史 音楽 美術史 表現文化論 日本の文学 世界の文学 西洋史 アジア史
日本史 歴史と現代世界 文化人類学 比較文化論 現代文化論 言語と文化 人文地理学 江戸・東京の地形と歴史 法の現代的課題
国際関係論 現代政治論 経済事情 経済理論 心理学と社会 精神保健論 コミュニケーション論 現代社会学 ジェンダー論

日本語表現法 ライティング＆プレゼンテーション 日本事情１ 日本事情２

生命科学入門 生命科学概論 天文学 自然地理学 数理科学 現代科学

科学史 医学史 科学技術と倫理 現代技術論 現代医療論 環境と社会 身体機能測定演習 チームビルディングとスポーツ 総合セミナー

※各科目の標準履修学年は学修簿を確認してください

キャリア形成を学ぶ科目群

イノベーション＆アントレプレナーシップ概論
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